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面積･････････ ･････････ 658.66㎢

人口(2024.3月)･･････････ 95,400人

世帯数(2024.3月) ･････ 40,257世帯

標高(市役所) ･････････････ 499.2m

日照時間(2023年) ･････ 2367.3時間

森林面積の割合･･･････････ 84.4％

飯田市の概要
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◆飯田の語源は「結い田」とも言われる。「結い」とは、人々がつながりあい、
互いに助け合って、一つのことを成し遂げる仕組み

◆飯田の地域づくりは、市民一人ひとりのムトスの心と結い精神に基づく住民
自治の活動が原動力

ムトスとは？
「…しようとする」 行動への意志や意欲を表す、飯田の地域づくりの合言葉。

（1982年3月策定の「ムトス飯田 10万都市構想」で初めて用いた）

飯田市自治基本条例 （議会提案により２００７年４月１日制定）

飯田市が「愛すべき・誇りにできるまち」であり続けるため、自治の基本原則
と地域づくりでの市民、市議会、行政の役割を明らかにし、市民主体の地域づ
くりを三者が協働して推進することを目的に制定された条例

「結い｣と｢ムトス｣による地域づくり
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◆ 公民館活動が、住民同士の関係性を強くするとともに、地域づくりの主体者
としての住民意識を高める役割を果たしている。

◆ 公民館委員は、地域の若手住民が主役であり、公民館活動を通じて、地域を
知り、他者との関係を築いている。
公民館活動で地域課題をとらえた事業の企画実践経験を積んだ住民の中から、
自治活動組織（まちづくり委員会）の役職を担う地域リーダーが発掘育成さ
れている。
（公民館委員：60歳以下85% ⇒ まちづくり委員会役職員：60歳代以上）

② 公民館が『住民自治の学校』として重要な機能を果たしている

◆ 昭和の大合併以降も、旧村の地域をコミュニティの基礎的単位として継承し、
暮らしに密着した住民主体の地域づくり活動が活発に行われてきている。

◆ 飯田市は、住民自治が地域経営の基盤であり、住民による自治活動が地域づ
くりの原動力であるととらえ、旧村単位の20地区に自治振興センターを設置
して、住民主体の自治活動を支援してる。

① 住民の自治活動が活発であり、行政もそれを支援している

飯田市の地域自治の特徴
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第２次基本構想基本計画

田園工業都市

緑と光にあふれた豊かな住みよい田園都市

緑とロマンにあふれ 活力ある
りんご並木のまち いいだ

人も自然も美しく、輝くまち飯田
－環境文化都市－
住み続けたいまち 住んでみたいまち 飯田
人も自然も輝く 文化経済自立都市

1966(S41)年度～1980(S55)年度

基本構想策定に併せ「環境文化都市宣言」を実施

リニアがもたらす大交流時代に「くらし豊かなまち」をデザインする

－合言葉はムトス 誰もが主役 飯田未来舞台－

＜計画期間：平成29（2017）年度～平成 40（2028）年度＞

飯田市の基本構想(目指すべき方向性)の変遷

第１次基本構想基本計画

第３次基本構想基本計画

1978(S53)年度～1987(S62)年度

1988(S63)年度～1997(H９)年度

第５次基本構想基本計画

1996(H８)年度～2005(H17)年度

2007(H19)年度～2016(H28)年度

2017(H29)年度～2028(R10)年度

いいだ未来デザイン2028

第４次基本構想基本計画
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× 環境も文化も
○ 環境への取り組みが文化になるまで

環境文化都市とは？

飯田市環境文化都市宣言 平成19年３月

私たち飯田市民は、地球環境問題が人類共通の課題であることに着
目し、人と自然のかかわりを見つめ直して、日々の生活から産業活動
まですべての営みが自然と調和するまちづくりに、先駆的に取り組ん
できました。

自然環境や生活環境などを取り巻く状況が厳しさの度を増している
今日、「持続可能性」と「循環」を基本にして自分たちのライフスタ
イルから社会の有り様に至るまでをあらためて見直し、「環境に配
慮」する日常の活動を「環境を優先」する段階へと発展させながら、
新たな価値観や文化の創造へと高めていく必要があります。

私たちは、かけがえのない地球にある生態系の中で自然と共生する
地球市民の一員としての原点に立ち返り、先人から受け継いだ美しい
自然環境と多様で豊かな文化を活かしながら、市民、事業者、行政な
ど多様な主体の積極的な参加と行動とによって人も自然も輝く個性あ
る飯田市を築くことを誓い、ここに「環境文化都市」を宣言します。
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2011(平成23)年 ラウンドアバウトの導入

1999(平成11)年 ごみ処理費用負担制度導入

2004(平成16)年 平成のまほろば事業 市民共同発電開始

1997(平成9)年 太陽光発電補助開始
地域ぐるみでISOへ挑戦しよう研究会(現：地域ぐるみ環境ISO研究会)発足

2002(平成14)年 公共施設へのペレットストーブ設置開始

2010(平成22)年
環境首都コンテスト｢明日の環境首都賞｣受賞

2014(平成26)年
ポイ捨て条例制定
南アルプス ユネスコエコパーク登録

2007(平成19)年 環境文化都市宣言

2009(平成21)年 環境モデル都市選定2009(平成21)年 環境モデル都市選定

環境文化都市1996(平成8)年 目指す都市像 環境文化都市

2013(平成25)年 地域環境権条例制定
地域主導の再エネ事業創出

環境基本条例制定 21’いいだ環境プラン策定

2050年いいだゼロカーボンシティ宣言2021(令和3)年 2050年いいだゼロカーボンシティ宣言

2009(平成21)年 レジ袋有料化
LED防犯灯の開発・設置

環境文化都市いいだ これまでの歩み

9

脱炭素先行地域選定2022(令和4)年 脱炭素先行地域選定★

★

★

★

うごくる。 設立2022(令和4)年 うごくる。（環境文化都市づくりプラットフォーム）設立★



21’いいだ環境プラン みんなで目指そう「6つのゴール」
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気候変動への対策に取り組もう

省エネルギーの加速的推進

脱炭素な生活様式への転換

地域産再生可能エネルギーの活用

森林整備による吸収源の確保

地域産再生可能エネルギーの創出

気候変動への主体的適応

21’いいだ環境プラン みんなで目指そう「6つのゴール」

ゴール ５

ターゲット 5－1

ターゲット 5－2

ターゲット 5－3

ターゲット 5－4

ターゲット 5－5

ターゲット 5－6

メガソーラーいいだ 伊賀良井のマイクロ水力発電 ペレットストーブ

＝3
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環境問題を知り、学び、実践に移そう

生涯にわたる環境学習の推進

幼少期からの環境学習の取組

環境人材のネットワークづくり

学習から実践へ

環境学習人材の育成

情報の発信

21’いいだ環境プラン みんなで目指そう「6つのゴール」

ゴール ６

ターゲット 6－1

ターゲット 6－2

ターゲット 6－3

ターゲット 6－4

ターゲット 6－5

ターゲット 6－6

子どもエコ講座学校での環境学習
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お家ですごすとき

買い物や外食のとき

場面別 こんなことしてみませんか事例集

家を建てるとき
外出するとき

家電製品を使うとき

コミュニティのなかで

□新築やリフォームの際は
ZEHなど、省エネ性能の
高い家にする

□環境学習会や観察会に
参加する

□電車やバスなど公共交通機関を
積極的に利用する

□誰もいない部屋の明かりは
こまめに消す

□「ごみ出しガイドブック」や
ごみ分別アプリ「さんあ～る」
を見て、ごみと資源の分別を
きちんとする。

□必要なものを必要な量だけ
買ったり、注文する

□冷蔵庫の中を整理し、
物を詰め込み過ぎない

□エアコンのフィルター掃除など、
製品の手入れを忘れない

21’いいだ環境プラン 取組事例の提案
‥で、結局

何すればいいの？
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飯田市地球温暖化対策実行計画 （第３次環境モデル都市行動計画）
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選定由

16

2050年いいだゼロカーボンシティ宣言
2050年までに飯田市の二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを目指し、それを実

現するための市民生活、事業活動、行政施策などを、市民、事業者、行政など
が協働して地域ぐるみで力強く進めていく。

飯田市議会、飯田商工会議所、飯田市の3者共同宣言



飯田市 脱炭素先行地域提案概要①
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飯田市 脱炭素先行地域提案概要②
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飯田市 脱炭素先行地域提案概要③
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う ご く と ス テ キ な 未 来 が く る

飯田市の目指す都市像「環境文化都市」実現を目指し

脱炭素･気候変動･ＳＤＧｓなどに取り組む、

飯田市･南信州地域振興局･飯田信用金庫の三者で設立した

市民参加型の組織（プラットフォーム）。

の３つを柱に、段階的に取り組むとともに

世代や立場を越えた新たな「つながり」を生みながら

「環境文化都市」の実現に向けて歩みを進めていく。

学び 対話 行動
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うごくる。 （環境文化都市づくりプラットフォーム）



持続可能な社会の実現には、
日々の生活・暮らしの見直しが必要。
地域活性化や課題解決にもつながる。

2030年･2050年を担う世代。
探究学習等を通じ持続可能な社会の
実現へ向けた主体的取組が求められる。

脱炭素経営やＥＳＧ投融資など
事業活動における持続可能な社会への
貢献を求める声が強まっている。

地 域

若 者

事業者

N A G A N O

J A P A N

や は み ん な の ！

「 誰 か 」 で は な く 、 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る ！

Ｉ Ｉ Ｄ Ａ

飯田市
振興局

信金

22

うごくる。を HUB に広げる 取組の輪
ハ ブ



学びと交流が生まれるキッカケ

｢知ることが第一歩！」という考えのもと

脱炭素・気候変動・ＳＤＧｓなどについての学びの機会を創出。

｢参加体験型」であることが最大の特徴で、

知識を得るだけではなく、参加者同士の対話を通じ、

主体性や協働を重要性を体感する。

＜過去の参加者＞
小学生・中学生・高校生・大学生・大学の先生・YouTuber・インスタグラマー・
地域団体・企業・地域金融 など

＼ R 5 年 度 は カ ー ド ゲ ー ム を 中 心 に 開 催 ！ ／

参 加 者 の 感 想
＜ 大 学 の 先 生 ＞

元気な高校生、地域づくりに熱心に取り組む市民の
方、自主的に参加した企業や行政の職員、そして私の
ような大学教員が集まり、楽しくゲームに取り組みま
した。カードゲームでは、はじめは自分のことにばか
りに気を取られてしまいましたが、次第に隣の人や全
体の状況にも目を向けることの重要性に気づき、視野
が広がっていく過程を楽しむことができました。
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学びの場：うごくるゼミナ～ル。



４月29日（土）

テーマ：海洋プラスチックごみ問題

７月22日（土）

テーマ：SDGｓ（持続可能な開発目標）

with
南信州環境プラスチックスマート推進協議会

with
結ジュニアリーダー（市内中学校の代表者）

学び
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うごくるゼミナ～ル。



10月12日（木）

テーマ：SDGｓ（持続可能な開発目標）

当地域の「事業所」の方向けに開催

６月２２日（木）

テーマ：SDGｓ×地方創生

飯田市・南信州地域振興局・飯田信用金庫の
「合同職員研修」として、カードゲーム体験会を開催
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学び

うごくるゼミナ～ル。



脱炭素・気候変動・ＳＤＧｓなどについて

情報や課題感などの共有を通じて

何ができるかを考える誰でも参加ＯＫな自由な対話の場。

毎回、答えや結果を求めるのではなくゆる~いつながりの中から

イノベーションやコラボレーションを生み出す！

＜過去の参加者＞
高校生・専門学生・県外の大学生・学校の先生・地域おこし協力隊・企業・
地域金融機関・行政機関 など

大学の講義で「持続可能な社会の実現」につい
て学ぶ機会が多いのですが、それに向けて何がで
きるのかと疑問を持ちながら参加しました。

飯田市が目指す環境文化都市を実現するには、
自分のことばかりではなく、広い視点から世界を
見ることが重要で、みんなで協力して取り組んで
いく必要があると感じました。

参 加 者 の 感 想
＜ 県 内 大 学 生 ＞
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うごくる～む。

つながりと行動を生む未来のカタリバ



りんご並木の歩行者天国
に合わせエコハウスで開催！

飯田市で開催されるイベントで
出張！うごくる~む。開催！

27

学び

うごくる～む。



環境やエネルギー問題をもっと

知ってほしい！

環境に優しい次世代モビリティを普

及させたい！

環境やエネルギー問題をもっと

知ってほしい！

環境に配慮した行動に

ポイントを付けてみたら？

飯田市をZ世代×ゼロカーボンの拠点

にしたい！

28

学び

うごくる～む。



下 伊 那 農 業 高 校

飯 田 O I D E 長 姫 高 校

S D G s の 視 点 で 農 業 を 考 え る 講 演 会
下 伊 那 農 業 高 校 S D G s プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム を 対

象 に 講 演 会 を 開 催 。 信 州 大 学 農 学 部 コ ー デ ィ

ネ ー タ ー ・ 市 内 の 農 家 さ ん ・ 地 域 お こ し 協 力 隊

が そ れ ぞ れ 事 例 を 交 え な が ら S D G s を 説 明 。

気 候 変 動 と 私 た ち に で き る こ と 学 習 会
飯 田 O I D E 長 姫 高 校 ２ 学 年 の 独 自 カ リ キ ュ ラ ム

「 環 境 と ビ ジ ネ ス 」 内 で 、 飯 田 市 ゼ ロ カ ー ボ ン

シ テ ィ 推 進 課 の 学 習 会 を 実 施 （ ２ 年 連 続 ） 。 気

候 変 動 や ゼ ロ カ ー ボ ン に つ い て 学 ぶ 。

29

うごくる。令和5年度 取組事例（高校・専門学校）①

学び



飯 田 女 子 高 校

飯 田 コ ア カ レ ッ ジ

環 境 ・ エ ネ ル ギ ー に 関 す る 特 別 講 義
飯 田 女 子 高 校 で 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー 問 題 に 関 心

の あ る 生 徒 が 有 志 で 集 ま り 、 放 課 後 に 特 別 講 義

を 実 施 。 そ の 後 、 探 究 活 動 へ と つ な が り 、 生 徒

の 主 体 的 な 取 組 に 展 開 。 （ 次 頁 に つ づ く ）

2 0 3 0 S D G s カ ー ド ゲ ー ム 体 験 会
飯 田 コ ア カ レ ッ ジ の 探 究 授 業 の 枠 内 で 、 S D G s

カ ー ド ゲ ー ム 体 験 会 を 開 催 。 ま た 後 日 、 気 候 変

動 や ゼ ロ カ ー ボ ン に 関 す る ワ ー ク シ ョ ッ プ を 探

究 授 業 の 枠 内 で 実 施 。
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うごくる。令和5年度 取組事例（高校・専門学校）②

学び



飯 田 女 子 高 校

う ご く る ～ む 。 へ の 参 加
環 境 ・ エ ネ ル ギ ー に つ い て 探 究 す る 飯 田 女 子 高

校 の 生 徒 が 「 う ご く る ～ む 。 」 に 参 加 。 同 世 代

と 共 に 考 え る ワ ー ク シ ョ ッ プ の 企 画 を 持 ち 込 み 、

開 催 に 向 け 調 整 を 開 始 。 （ 次 頁 に つ づ く ）

環 境 問 題 に 関 す る イ ン タ ビ ュ ー
飯 田 風 越 高 校 ２ 年 生 が 環 境 問 題 を テ ー マ に 探 究

活 動 を 実 施 し て お り 、 生 徒 か ら の 依 頼 で 環 境 問

題 や 市 の 取 組 に つ い て 説 明 。 ま た 同 テ ー マ を 探

究 す る 飯 田 女 子 高 校 の 生 徒 と 意 見 交 換 も 実 施 。
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うごくる。令和5年度 取組事例（高校・専門学校）③

飯 田 風 越 高 校

対話



飯 田 女 子 高 校

「 環 境 文 化 都 市 い い だ の 未 来 に つ い て 一 緒 に 考 え よ う 」 開 催

1 0 月 2 9 日 （ 日 ） に エ ス ・ バ ー ド で 開 催 さ れ

た 南 信 州 環 境 メ ッ セ 2 0 2 3 内 で ワ ー ク シ ョ ッ

プ を 開 催 。 市 内 各 中 学 校 の 代 表 者 や 同 テ ー マ

を 探 究 す る 高 校 生 か ら 大 人 ま で 約 3 0 名 が 集 ま

り 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー に 関 す る デ ィ ス カ ッ

シ ョ ン を 行 い 、 最 後 に は 「 提 言 」 と し て 発 表

し た 。 企 画 か ら 司 会 進 行 ま で 、 飯 田 女 子 高 校

の 生 徒 が 行 っ た 。 （ 次 頁 に つ づ く ）
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うごくる。令和5年度 取組事例（高校・専門学校）④

対話



飯 田 女 子 高 校
ワ ー ク シ ョ ッ プ で 生 ま れ た 「 提 言 」 を 市 長 へ 報 告

前 頁 の ワ ー ク シ ョ ッ プ で 生 ま れ た 提 言 を 生 徒 自 ら 飯 田 市 長

に 報 告 。 「 市 民 参 加 型 の イ ベ ン ト を ひ ら こ う ！ 」 、

「 g i v e ＆ t a k e の 学 び を ！ 」 、 「 ア ピ ー ル 隊 を 発 足 ！ 」 の

３ つ の 提 言 を 報 告 し 、 市 長 も 前 向 き に 応 じ た 。 当 日 は 多 く

の 報 道 陣 が 集 ま り 、 新 聞 や C A T V 等 に 取 り 上 げ ら れ た 。
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うごくる。令和5年度 取組事例（高校・専門学校）⑤

行動



脱炭素先行地域事業

移動手段の脱炭素化事業

再生可能エネルギー創出・活用支援

徹底した省エネ
わが家の「うごくる。」コンテスト

うごくる。

うごくる～む。

うごくるゼミナ～ル。

うごクル～。

EV補助金
太陽光発電設備・蓄電システム補助金

太陽熱温水器補助金

木質バイオマス機器補助金

環境学習

公共交通利用促進
EV急速充電器整備

全小中学校へのPV設置

SNS発信

啓発ビデオクリップ作成

環境アドバイザー

出前授業

ZCCバッグ・ポロシャツ製
作

水素

GX

環境省認定制度「脱炭素アドバイザー」

こどもエコ講座

脱炭素まちづくりカレッジ

SDGs de 地方創生

飯田版ZEH

小水力発電支援

環境共生住宅エリア構築

エコライフ啓発

エコライフ啓発

トランジション戦略

産業技術大学講座

南信州環境メッセ

エコハウスで飯田版ZEH宿泊体験

ムトス助成金（ゼロカーボン枠）

新エネルギー研究

ZCC推進本部

EVシフト

ツリークライミング講座

積み木ワークショップ
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これからの政策



○ 環境省
○ 地方自治体
○ 政治家
○ 販売事業者

× 地域
× 住民
× 地元企業

地方自治法

第一条の二 地方公共団体は、住民の福祉の増進を図ることを基本として、地
域における行政を自主的かつ総合的に実施する役割を広く担うものとする。

ゼロカーボンにより、

ウェルビーイング（幸福であり続けること）

が実感できなければそもそも人、世の中は動かない。

「ゼロカーボンそもそも必要？」「ゼロカーボン必要です。ってそりゃわかるけど」・・・という人に

ゼロカーボン実現の価値を自然に届けることが必要

ゼロカーボンを実現したときに誰が喜ぶか？ ▶

35

ゼロカーボンを実現による「ステキな未来」のカタチ



一緒にやろう！

○○×「ゼロカーボン」

ゼロカーボン実現をめざし、
みんなに「ステキな未来」がくるように

地域ぐるみで
うごくる。でつくる

えっ！そうなの

結果「ゼロカーボン」

まずは

楽しい「ゼロカーボン」

36

「ステキな未来」に向けて



ホットプレートの
電源供給はEVから

コラボ企画

一目でわかる
メッセージ！

▶

▶
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「ステキな未来」に向けて



う ご く る 。 W

う ご く る 。 Z う ご く る 。 B

N A G A N O

J A P A N

Ｉ Ｉ Ｄ Ａ

飯田市

振興局

信金

う ご く る 。 X

飯田だけでなく、

幅広い地域（Wide）連携
による、うごくる。の機能強化

主に若者、若者（Z世代）
をターゲットとした取組の強化

主に事業者（Buisines界）
をターゲットとした取組の強化

あらゆる主体（X）
からの自律的取組の推進

うごくる。は、「地域」、「若者」、「事業者」の取組を支援し、

相互の協働の推進による連携を深めます。
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うごくる。 取り組みの輪を広げよう



■環境学習出前講座
○座学

・ゼロカーボンシティいいだの取組全般 ・脱炭素先行地域 ・地域環境権条例
・うごくる。（環境文化都市づくりプラットフォーム） ほか

○カードゲームなど体験型学習プログラム
・脱炭素まちづくりカードゲーム ・SDGs de 地方創生カードゲーム
・積み木ワークショップ

■現場視察
○メガソーラーいいだ ○りんご並木のエコハウス ほか

■研究、探究、活動の支援
○仲間集め ○地域企業とのマッチング ○イベント等の共催
○情報発信 ○活動資金に関する相談 ほか

※その他、お気軽にお問合せください。

飯田市 市民協働環境部 ゼロカーボンシティ推進課

〒395-8501 飯田市大久保町2534
TEL 0265-22-4511 内線5471
E-mail sakugen_co2@city.iida.nagano.jp

「うごくる。」は、環境文化都市実現をともに目指す、

「学び」「対話」「行動」を支援します。
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一緒に「うごくる。」しませんか？



環境行政

産業行政

観光行政

保育行政

教育行政
健康福祉

行政

まちづくり
行政

道路行政

みんなで目指す「環境文化都市」

行政はまちの骨格を作りながら
事業化できる要素の種をまく

環境文化都市の実現

みんな楽しく生き生きとしている！

この様子を見た人たちや事業所が

「飯田で生活してみたい」「飯田で事業をやりたい」と
思ってもらえるまで知恵を出し合っていく！

人口減少への歯止め・産業振興

主役は市民！
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